






都市再生整備計画

京都
き ょ う と

岡崎
お か ざ き

地区（第２期）
（第２回変更）

京都府
き ょ う と ふ

京都市
き ょ う と し

平成３１年　３月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 34 ha

平成 28 年度　～ 平成 31 年度 平成 28 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人
（Ｈ２１～２５平均） Ｈ３１

人
Ｈ２６ Ｈ３１

京都市美術館の入館者数 有料入館者数と無料入館者数の合計
京都市美術館の入館者（Ｈ２１～Ｈ２５平均）を基準に１．５倍の増
加を目標とする。 96.1万人 144.1万人

京都市美術館敷地（無料ゾーン）を
利用したイベント参加者数

京都美術館敷地（無料ゾーン）を利用したイベント参加者数
平成２６年度実績を基準に２倍の増加を目標とする。

1,200人 2,400人

京都・岡崎地域は，東山を望む素晴らしい都市景観の中に琵琶湖疏水をはじめ，美しい庭園群や文化財，美術館，博物館などの文化交流施設が集積した地域であり，文化・交流ゾーンとして年間500万人以上の方々が来訪している。
このように，岡崎地域の持つ素晴らしいポテンシャルの更なる活用と岡崎地域で展開されつつある関連施策の融合により，地域の活性化の指針たる「岡崎地域活性化ビジョン」を策定した。
本計画は，このビジョンを実現するための施策を行い，「優れた都市景観・環境の将来への保全継承」，「世界に冠たる文化・交流ゾーンとしての機能強化」，「更なる賑わいの創出」を図っていくことを目標とする。

　岡崎地域には，平安遷都1100年を記念して建設された平安神宮と，内国勧業博覧会の会場跡地に整備された文化・交流施設が集積し，京都の近代化のシンボル的な地域である。
　周辺には，民間の美術館・博物館，有名な寺院・神社が集積し，更に近代化を牽引したもう一つの象徴である琵琶湖疏水と疏水の水を活用した庭園群が優れた水辺の景観を醸し出している。

　・情報発信が弱く，「岡崎」の知名度が低い
　・貴重な文化遺産の継承と活用を両立させる仕組みが不十分
　・各施設の老朽化，機能強化への対応が必要
　・施設間の連携の弱さ
　・周辺地域からの人の流れや，公共交通によるアクセスが弱い
　・優れた景観の継承と文化・交流ゾーンとしての機能強化のための都市計画のルールが必要
　・地域に人が憩い，交流し，滞留する機能が不足
　・夜の寂しさ
　・環境モデル都市を牽引する進取の取組の必要性
　・来訪者を総合的に案内する環境が不十分

①岡崎のエリアブランドを構築し，世界に向けて魅力・情報を発信
　優れた地域資源や地域の取組をつなぎ，魅力を向上させることにより岡崎のエリアブランドを構築するとともに，積極的な情報発信などにより岡崎地域の知名度や集客力の向上を図る。
②山紫水明の岡崎の魅力を創出する琵琶湖疏水と近代化遺産の保存と活用
　琵琶湖疏水や庭園群については，文化的景観としての保全・修復を図りつつ，回遊や散策，MICE戦略への活用など，来訪者が岡崎の水辺の景観をじっくりと楽しめる環境づくりを進める。
③文化芸術，MICE拠点としての機能強化
　岡崎ならではの多彩な文化・交流機能の集積をいかし，質の高い文化芸術が創造・発信される世界に冠たる文化・交流拠点としての機能強化とMICE拠点としての機能強化を図る。
④地域資源を結び，岡崎の総合的な魅力を高める，保全・創造の景観・まちづくり
　東山を借景とした広々とした空間を持つ岡崎地域の優れた都市景観・環境の継承と，地域の魅力を高める施設の整備等を可能とする都市計画の変更をはじめ，地域資源を結び，安心・安全で魅力的な都市空間づくりに向けたエリアデザインの検討を
行う。
⑤多くの人々が訪れたくなる新たな賑わい創出
　道路や公園，施設などのオープンスペースをつなぎ一体的に活用することで，市民，地域の人々，来訪者に親しまれる，歩いて楽しい岡崎地域にふさわしい憩いの空間と賑わいの創出を図る。
⑥環境モデル都市を牽引する進取の取組の実践
　環境負荷の低減や生態系への配慮，再生可能エネルギーの活用や緑豊かな環境の保全など，環境モデル都市を牽引する取組を実践し，広く発信していく。
⑦集客・国際観光拠点としての機能強化
　分かりやすい観光案内を総合的に行い，国内外からの来訪者が気軽に回遊し，岡崎地域の魅力を享受できる環境づくりを進める。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 京都府 京都市 京都岡崎地区（第２期）

計画期間 交付期間 31



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
・・文化・交流拠点としての機能強化
○京都市美術館の再整備を通した地域交流を促進し，岡崎地域の文化による交流拠点として機能を強化する。

●高質空間形成施設【基幹事業】
　　スロープ広場・疏水広場・屋上庭園
●高次都市施設【基幹事業】
　　多目的スペース（新館　講演室，ギャラリー，多目的スペース，情報コーナー）
●既存建造物活用事業【基幹事業】
　　多目的室（本館　２階西広間）

・

・



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

道路

道路

道路

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

京都市 直 28 31 28 31 514 514 514 514

京都市 直 28 31 28 31 48 48 48 48

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設） 京都市 直 28 31 28 31 5,469 29 29 29

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 11,500 1,005 1,005 0 1,005 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0 0 0 0 0 …B

合計(A+B) 1,005
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
京都市 なし ○ 28 31 10,495

合計 10,495

交付対象事業費 1,005 交付限度額 452.2 国費率 0.45

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

スロープ広場・疏水広場

連携生活拠点誘導施設

屋上庭園
高質空間形成施設

高次都市施設
多目的スペース（新館　講演室，ギャ
ラリー，多目的スペース，情報コー
ナー）

多目的室（本館　２階西広間）

住宅市街地
総合整備
事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

京都市美術館再整備事業 展示室など

京都市 直 28 31 41428 31 5,469 414 414

統合したB／Cを記入してください



都市再生整備計画の区域

京都岡崎地区（第２期）（京都府京都市） 面積 34 ha 区域
岡崎最勝寺町及び岡崎成勝寺町（琵琶湖疏水西側の道路以東），岡崎西天王町及び岡崎入江町並びに聖
護院円頓美町（いずれも京都市武道センター及び平安神宮敷地），岡崎法勝寺町及び南禅寺草川町（京都
市動物園敷地），岡崎円勝寺町（仁王門通以北）

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

１００ ２００ ３００ ４００

地下鉄東西線

三条通地下鉄東西線
東山駅

東
大
路
通

丸太町通

◇京都市勧業館

◇国立近代美術館

◇京都市美術館 ◇京都市動物園

◇平安神宮

◇京都市

◇岡崎グラウンド◇京都会館



京都岡崎地区（第２期）（京都府京都市）整備方針概要図

目標

「岡崎地域活性化ビジョン」に基づき，このビジョンを実現するた
めの施策を行い，「優れた都市景観・環境の将来への保全継
承」，「世界に冠たる文化・交流ゾーンとしての機能強化」，「更な
る賑わいの創出」を図っていくことを目標とする。

代表的
な指標

京都市美術館入館者数（万人） 91.6 →（H21-25平均）） （H31年度）106.2

地下鉄東西線
蹴上駅

地下鉄東西線駅
東山駅

歴史的風致維持向上計画
重点区域
A = 2,458ha
（歴史的市街地地区）

都市再生整備計画区域
A = 34ha
（京都岡崎地区（第２期））

都市再整備計画区域
（岡崎地域活性化ビジョン対象
地域のコアゾーン）

京都市動物園

京都市
武道センター

平安神宮

ロームシアター
京都

岡崎グラウンド

京都市美術館

国立
近代美術館

京都市勧業館
みやこめっせ

東
大
路
通

三条通

丸太町通

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

■高次都市施設

0m 100m 200m 500m

■高質空間形成施設

■既存建造物活用事業

◇京都市美術館再整備事業

■高次都市施設

■高質空間形成施設


